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   生活クラブ生協『エッコロ』を活用した地域福祉 

 

 もっと安心な地域へ、 

      ワーカーズの役割 
 

生活クラブ生協は、『エッコロ』を媒体として組合員による助け合いをめざしてきました。

このたびそのしくみをさらに社会化させ、ワーカーズ・コレクティブによる協同の力を発揮

し、地域住民を巻き込みながら市民参加の福祉を実現することに歩み出しました。従来から

進めてきた食の安全だけではなく、生活の安全をワーカーズをつくることで進めようとする

ものです。ワーカーズ連合会は、協同組合間の協働と捉え、共に取り組んでいくことを決定

しました。 

 

急速にすすむ埼玉県の高齢化、介護保険はあ

るけれど、本当に私たちが困ったときに使える

制度になっているでしょうか？ 

人と人の関係性が希薄になった今日、歳をか

さねるごとに不安が増します。高齢者は、障が

い者は、子育て世代は、と縦割りの既存の制度

も、人の生活に根ざしたものとは言いにくく、

使いにくさがあります。 

 

 私たちワーカーズ・コレクティブが行う福祉

事業では、メンバーの一人ひとりが地域福祉へ

の思いを抱き、経営を担い、福祉サービスとい

う労働を担っています。質の高いサービスはそ

こから生まれ、地域全体を豊かにしていこうと

する原動力が生まれています。またワーカーズ

の福祉サービスは、会員同士の助け合いによる

サービスです。地域のなかで会員数を増やすこ

とにより、人と人をつなぎ、助け合いの精神を

復活させながら、その人らしい生活をサポート

する事業です。 

 

一人暮らしや、老夫婦だけの世帯が増え、家

族の支えあいが期待できない世帯も多く、歳を

かさね、行動範囲が狭まる人々には、生活範囲

での人の関係が頼りになります。また、子育て

世代も地域の支えあいが安心できる子育ての

環境となります。震災など大きな災害を経験し

た地域は人と人のつながりの必要性を学んで

います。 

 

また、介護の必要はないけれど、働くことか

らリタイアした人々は、地域とのつながりを求

めています。人に会え、趣味や特技を広げるき

っかけになる場や、生き方、暮らし方への共感

者を求めている人も多いと思います。サービス

利用が必要になったとき、その人の生活事情を

考慮した利用相談機能も必要です。長い高齢期

に必要なものは多種多様です。 

 

人は、いつかは誰かの手を借りなければなり

ません。既存の制度やサービスをこえ、歳をか

さねても、子育て中でも、障がいを持つことに

なっても、その人らしい生活を全うできるサー

ビスこそが地域に必要です。生活クラブの活動

の中で培った人との関係と社会に対する問題

意識をバネにし、利用する人の立場にたってサ

ービスを提供することのできるワーカーズを

増やし、協同の力を広げていきま 

しょう。 
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    一人ひとりの力を合わせて 

     ワーカーズ運動を進めよう 

埼玉ワーカーズ･コレクティブ連合会 会長 後藤成美 

 

こんにちは、新しく会長になりました後藤です。大宮ブロック配送ワーカーズ“ＳＯＵ
（走）”の代表をしています。生活クラブ生協が配送委託をワーカーズにという方針を受
けて仲間とともに立ち上げて 8 年になります。 

ワーカーズ･コレクティブ連合会の運営委員になって 4 年、埼玉内外の様々なワーカーズ
を知り、話をするたびに改めてワーカーズ運動の大切さを感じてきました。私自身、経験
も浅いのですが、常に皆さんと話合い共に歩み、拡げて行く運動を進めていきたいと考え
ます。これから 2 年間よろしくお願いします。 

今年はＷＮＪ全国会議が埼玉で開催されます。一人ひとりのワーカーの力を合わせて成
功させていきましょう!! 

2009 年 7 月 4 日（土）生活クラブ生協埼玉本部

会議室にて第 11 回通常総会が開かれました。来

賓に生活クラブ生協埼玉から吉田理事長、県ネッ

トから辻代理人（越谷市）、ＷＮＪから保坂理事を

招き、この 1 年間を総括し、さらに連合機能を高

めるためのこれからの1年間の方針を決定しました。 

第  号議案 

2008 年度活動報告 
 

会員ワーカーズ数は結果として増減０で

したが、ワーカーズメンバー数は全体で

23 人増えました。福祉部門会議が開催さ

れ、埼玉での地域福祉を支える基盤を整備

しました。 

1 

新会長挨拶 

2 第  号議案 

2008 年度決算報告 
 

収入 2,517,728 円 支出 2,489,177 円  

活動費および交通費はほぼ予算どおり

約 100 万円の支出、支出総額の 40％を

占めました。 

生活クラブ生協にはワーカーズ準

備会としての報告をしているが、

連合会には会員登録していない事

業体がある。それについての連合

会の見解は？ 

連合会と生活クラブ生協と

の会議で、情報提供の依頼は

承認されている。会員登録し

ていないワーカーズにはこち

らからも問い合わせていく。 

後藤会長  

会長   後藤 成美（ＳＯＵ） 
副会長  浅草 秀子（青いそら） 
監事   清水 悦子（ハニーBee） 
運営委員 西岡 啓 （つくし） 
 同   永田 文子（わかば） 
 同   湯浅 広子（そら） 

Ａ 

 
 

運営委員 濱本 里美 （つどい） 
 同   安藤 美紀子（きらら） 
 同   下田 律子 （a.n） 
 同   大野 洋子 （クローバー） 
 同   福島 せい子（ふれあ） 
 同   井龍 佐智子（この指とまれ！） 

2009 年度新運営委員 
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今年は第2次中期計画の2年目です。 

ワーカーズの働き方をさらに社会に 

広めていきましょう。 

第 2次中期計画 2008 年～2010 年 

協同組合地域社会づくり 
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3 第  号議案 

200９年度事業計画 

5 エリア＊（狭山、所沢、川口、大宮･熊谷、越谷）、

4 部門（受託、食、福祉、情報文化）の体制を継

続し、全体で 6 ワーカーズを作る。今年度は『生

活クラブが創る地域福祉』に関係する連合会機能

の発揮も想定されるます。さらに多様な中間支援

組織としての役割を担うために、活動資金の充実

は不可欠であり、昨年度実施した会員ワーカーズ

の実態調査データを基に、資金拠出のあり方を検

討します。 

＊昨年度まで「ブロック」としていた地域の区画名を、生活

クラブの名称との混同を避けるため「エリア」とする。 

 

4 第   号議案 

200９年度予算 

収入 2,568,551円 支出 2,547,400円  

活動費および交通費の予算額は 1,006,400 円に

なります。 

 

どの事業体も一律の分担金

額は疑問。 

額の再検討をすべきだ。 

 

 

収益性と社会的意義のはざ

間でどう折り合っていくか、

多面的議論をしていきたい。   
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すべての議案が承認された 

全体研修 

「ワーカーズコレクティブが地域をつくる」 
総会後にワーカー 

ズ運動のこれから 

を示唆する講演会 

が行われた 

人を生かす参加型の働き方で、人が主人公の

社会をつくろう。 

ワーカーズ・コレクティブは、自分達で出資

し経営し労働も担う「働く人の協同組合」です。

様々な面で自分たちの暮らしや社会を良くして

いくための経済組織であり、そのための運動体

なのです。私たちは、「あったら良いな」と思う

「モノ」や「サービス」を自らの手で作り出し、

より人間的で質の高い社会を目指します。 

 こうした社会を実現するために、たくさんの

ワーカーズを作り、同じ思いを持った仲間を増

やし、地域社会と連携していきます。 

 市民セクター 
      政策機構 

  澤口隆志理事長 

澤口氏は生活クラブ神奈川の職員であった経

験から、生活クラブ組合員・ワーカーズ・生活ク

ラブ職員の３者が、参加･分権・自治を追及する

ことによって地域の問題を解決してきたと言う。

そして現在豊かに展開する生活クラブ神奈川の

まちづくり運動およびそこに付随する組合員主

権の広がりは、ワーカーズへの業務委託と組合

員・ワーカーズ・職員３者のパートナーシップの

広がりにあったと主張する。しかしそれは互いに

尊重しあう中でも、常にぶつかり合い、点検し、

試行錯誤を重ねて作り上げていかなければなら

ないものであった。 

ワーカーズも実力を持って地域を豊かにする

ための提案を主体的に行い、その使命を高めるべ

きだ、などと氏は説いた。 

 地域福祉を担うワーカーズの設立が新

年度の活動の柱であること、そして、全国

会議の埼玉開催を成功させることを確認

しあった総会でした。 

 

 



 

日高団地ロータリー近くにある青い一戸建て。狭山エリアにある５つのワー

カーズ・コレクティブ（菜々屋・クローバー・a.n・つどい・味蕾）が共同で

設置した、コミュニティスペース「ふるーつぽんち」です。 

 7/22 オープンし、ワーカーズで働くお母さんのために夏休み学童保育

を始めました。LEGO ブロックの部屋で遊んだり、勉強したり。お昼ごはんも本格的。ベ

ーグルパンをこねて焼いたり、ピザ生地から自分でこねて作ったり、うどんを打ったり！ 

9 月からは、ワーカーズ事業所内託児として未就園児の保育も始まりました。子育てを

しながらも社会参加したい母親たちは大勢います。 

ワーカーズで働いている間子どもを預かってくれる場所や、子どもとお母さんが一緒に

集まれる場所、同世代だけじゃなくて、子育て・人生の先輩たちから色々な事を学べる、地

域に根差した福祉の出発点になったらいいな。 

また、地域に開かれた親子広場を実施したり、生活クラブの支部・地区とも積極的に連携していきたい

と思っています。場所貸しも可能です。興味がある方は一緒に「ふるーつ

ぽんち」の運営や託児に参加しませんか？ワーカーズで働いている方でな

くても、大歓迎。 
 

   ＊所在地 日高市高萩東 

＊連絡先 ワーカーズつどい    

電話 042-983-8011（濱本） 
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ＷＮＪ・第 9 回 ワーカーズ・コレクティブ全国会議 in ���š�r  
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≪あとがき≫高校生の娘が新型インフルエンザにかかりました。日常生活のどこでウィルスに触っている

か分かりません。冬に向かって大流行という話が実感できました。気を抜かずに手洗いうがいをしてく

ださい。手で顔を触る癖、直したほうがいいですよ。（ふ） 
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① 法制度 ② 福祉 ③ 食 

④ 組織運営と事業活性化 ⑤ 子育て支援 

⑥ 生協との協同組合型地域社会づくり  

⑦ 就労困難者との働く場づくり 

 

自給力・持久力・地域力アップ ３人からできる働く人の協同組合 

ワーカーズ・コレクティブってすごいじゃない！ 

 

 

 


